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◇第36回通常総代会開催
◇管理美容師資格認定講習会
◇功寿賞表彰式
◇総合福祉共済制度加入者増強運動実施中
◇全美連休業補償共済制度
◇作文コンテスト募集要綱

サロンの皆様でご回覧ください

発行所／新潟県美容業生活衛生同業組合　　新潟市中央区東大畑通1番町490番地13　　TEL（025）223-0991 FAX（025）228-3678
発行人／竹 内　聖 二　月刊／毎月20日発行　定価／1部20円（組合費に含まれています）　URL／http://www.biyouniigata.com/

（昭和43年7月2日第三種郵便物認可）　第769号美　容　に　い　が　た令和元年 6月 20 日（1）

前
世
！

▼
皆
さ
ん
は
前
世
を
信

じ
ま
す
か
？

▼
２
０
１
７
年
4
月
に

2
つ
の
病
院
が
合
併
し

小
千
谷
総
合
病
院
が
で

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
取

り
壊
す
こ
と
と
な
っ
た

旧
小
千
谷
病
院
の
卒
業
式
な
る
も

の
が
今
年
3
月
30
日
に
開
催
さ

れ
、
小
千
谷
出
身
で
小
千
谷
病
院

生
ま
れ
の
小
林
麻
耶
さ
ん
の
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に

小
千
谷
紬
を
着
て
頂
く
こ
と
に
な

り
、
メ
イ
ク
さ
ん
は
同
行
で
し
た

の
で
ヘ
ア
と
着
付
を
頼
ま
れ
ま
し

た
。ヘ
ア
は
私
、着
付
は
先
生（
母
）

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
前
情
報
は
、
と
に
か
く
ス
リ

ム
な
方
と
し
か
・
・
・
髪
の
長
さ
、

質
等
全
く
分
り
ま
せ
ん
。
早
々
に

麻
耶
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
を
拝
見
し
ま

し
た
。
付
き
合
い
期
間
0
日
で
電

撃
結
婚
し
た
お
二
人
の
ア
ッ
プ
が

載
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お
二
人

の
顔
が
そ
っ
く
り
で
し
た
。
冷
静

に
ヘ
ア
を
み
る
と
、
顎
ラ
イ
ン
ボ

ブ
で
襟
足
が
短
か
い
。
そ
こ
で
、

ウ
ィ
ッ
グ
を
同
じ
長
さ
に
カ
ッ
ト

し
て
試
行
錯
誤
の
1
週
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
着
物
が
紬
な
の
で
洋

服
で
も
オ
ー
ケ
ー
な
ス
タ
イ
ル
に

と
考
え
ま
し
た
。

▼
さ
て
当
日
、
到
着
時
間
も
分
ら

ず
ブ
ロ
グ
を
開
い
て
み
る
と
「
只

今
、
小
千
谷
駅
に
到
着
！
」
ま
さ

か
の
ロ
ー
カ
ル
線
で
お
い
で
に
な

り
ま
し
た
。
あ
わ
て
て
現
地
へ
直

行
し
ま
し
た
。

▼
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
る
と
メ
イ

ク
の
最
中
の
麻
耶
さ
ん
が
、
ク
リ

ク
リ
目
で
ニ
コ
ッ
と
「
お
願
い
し

ま
す
う
〜
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

部
屋
の
隅
に
は
、
ち
ょ
こ
ん
と
例

の
旦
那
さ
ん
が
座
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
似
て

い
る
と
心
の
中
で
思
い
ま
し
た
。

先
生
が
着
物
を
衣
紋
掛
に
掛
け
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
背
が
届
か
ず

「
お
ご
っ
た
お
ご
っ
た
！
（
大
変

だ
、
大
変
だ
！
）」
を
連
発
。
す

か
さ
ず
旦
那
さ
ん
が
掛
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
麻
耶
さ
ん
も
「
ウ

チ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い
！
」

と
お
っ
し
ゃ
り
、
調
子
に
の
っ
た

先
生
は
し
ゃ
べ
り
が
止
ま
ら
ず
、

誰
も
入
る
隙
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
黙
々
と
ヘ
ア
に
集
中
し

ま
し
た
。
ヘ
ア
・
着
付
完
了
後
、

お
二
人
を
よ
く
見
る
と
、
や
っ
ぱ

り
前
世
で
姉
弟
だ
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。

�
小
千
谷
支
部
長

�
和
田　

晴
充

開
催
通
知
日

　
　

平
成
31
年
4
月
25
日
㈭

開
催
日
時　
令
和
元
年
5
月
13
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分

開
催
場
所　
新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

総
代
数　
103
名

出
席
者
数

　
　

97
名
（
内
委
任
状
出
席
7
名
）

本
議
事
録
作
成
理
事�

三
國　

克
明

議
事
経
過
の
要
綱
及
び
そ
の
経
過

　

定
刻
に
至
り
、
三
國
克
明
経
理
部

長
が
挨
拶
を
述
べ
、
次
い
で
司
会
の

選
任
に
つ
い
て
議
場
に
諮
り
、
室
橋

鉄
也
理
事
を
選
任
、
司
会
よ
り
資
格

審
査
委
員
長
及
び
議
事
運
営
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

・
資
格
審
査
委
員
長

　
　

池　
　

善
洋
（
新
潟
西
支
部
）

・
議
事
運
営
委
員
長

　
　

近　
　

寅
夫

�

（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　

副
委
員
長

　
　

秋
野　

敦
子
（
佐
渡
支
部
）

　

他
委
員
5
名

　
　

髙
橋　
　

努
（
見
附
支
部
）

　
　

増
井　

裕
美
（
三
条
支
部
）

　
　

神
林　

幸
代
（
直
江
津
支
部
）

　
　

鈴
木　

光
徳
（
中
東
支
部
）

　
　

高
野
貴
美
子
（
村
上
支
部
）

　

以
上
の
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全

員
の
同
意
に
よ
り
承
認
可
決
し
た
。

　

更
に
竹
内
理
事
長
よ
り
挨
拶
の

後
、
来
賓
祝
辞
・
祝
電
披
露
は
総
代

会
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
執
り
行
う

旨
、
司
会
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
池
資
格
審
査
委
員
長
よ
り

本
総
代
会
が
適
正
に
成
立
し
た
旨
を

述
べ
、
議
長
の
指
名
が
理
事
長
よ
り

な
さ
れ
た
。

・
議
　
長

　
　

直
井　

公
宏
（
十
日
町
支
部
）

　
　

廣
瀬　
　

清（
高
田
新
井
支
部
）

　
　

早
川　

靖
幸
（
新
潟
東
支
部
）

　

直
井
議
長
が
議
長
団
を
代
表
し
て

挨
拶
を
し
た
後
、
書
記
の
任
命
を

行
っ
た
。

・
書
　
記

　
　

小
山　

明
美
（
東
頸
城
支
部
）

　
　

坂
角
加
代
子

�

（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　

全
員
の
同
意
に
よ
り
承
認
さ
れ
た

の
で
、
議
長
及
び
書
記
は
そ
れ
ぞ
れ

着
席
し
た
。

　

続
い
て
近
議
事
運
営
委
員
長
よ
り

本
日
の
議
事
日
程
を
提
案
し
た
。

（
議
長　

直
井　

公
宏
）

第�

1
号
議
案
　
総
代
変
更
に
関
す
る

件
　

三
國
経
理
部
長
よ
り
長
岡
及
び
糸

魚
川
支
部
各
1
名
の
総
代
変
更
の
説

明
が
あ
り
、
議
長
が
議
場
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

2
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
関
す

る
件

　

竹
内
理
事
長
よ
り
事
業
総
括
及
び

報
告
に
つ
い
て
説
明
の
後
、
引
き
続

き
三
國
経
理
部
長
よ
り
平
成
30
年
度

一
般
会
計
、
特
別
会
計
並
び
に
共
済

会
決
算
に
つ
い
て
説
明
の
後
、
監
事

団
を
代
表
し
て
光
美
恵
子
監
事
よ
り

監
査
報
告
「
適
正
で
あ
っ
た
」
旨
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
よ
り
予
め
書
面
に
て
寄
せ
ら

れ
た
質
問
は
無
か
っ
た
と
の
報
告
が

な
さ
れ
、
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長　

廣
瀬　
　

清
）

第�

3
号
議
案
　
平
成
31
年
度
賦
課
金

額
及
び
徴
収
方
法
の
承
認
に
関
す

る
件

第�

4
号
議
案
　
平
成
31
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認

に
関
す
る
件
を
一
括
提
案
説
明

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
平
成
31
年
度

賦
課
金
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

説
明
、
引
き
続
き
第
5
号
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
竹
内
理
事
長
よ
り
事
業

概
要
及
び
計
画
に
つ
い
て
説
明
の

後
、
担
当
部
長
よ
り
補
足
説
明
、
収

支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
三
國
経
理

部
長
よ
り
説
明
。

　

議
長
よ
り
、
第
3
号
、
第
4
号
議

案
に
つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長　

早
川　

靖
幸
）

第�
5
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額

承
認
に
関
す
る
件

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
、
災
害
等
が

生
じ
た
時
の
借
入
限
度
額
は
５
，

０
０
０
万
円
と
し
、
借
入
先
は
北
越

銀
行
新
潟
支
店
と
す
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

議
長
よ
り
、
第
5
号
議
案
に
つ
い

て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

第�

6
号
議
案
　
役
員
給
与
に
関
す
る

件
　

三
國
経
理
部
長
よ
り
、理
事
19
名
、

監
事
2
名
の
年
額
１
，
１
２
３
，
２

第
36
回
通
常
総
代
会
開
催



組合新規加入者の紹介者に対し、奨励金として
5,000円を進呈します。
ぜひ、お仲間を組合へお誘いください!!

美　容　に　い　が　た （昭和43年7月2日第三種郵便物認可）　第769号令和元年 6月 20 日 （2）組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

功寿賞受賞者の皆さん

功寿賞表彰式

高田　正子様（新 潟 西）

中村とみ子様（新 潟 西）

加藤　寿子様（新 潟 東）

田邊ヒロ子様（新 潟 東）

南　　花子様（新 潟 東）

伊藤カヅ子様（佐 渡）

金子一二三様（佐 渡）

赤川江美子様（西 蒲 原）

五十嵐陽子様（西 蒲 原）

宮島　テツ様（西 蒲 原）

吉﨑　達子様（西 蒲 原）

五十嵐矢江様（中 東）

梅田　恵子様（中 東）

佐藤　優子様（中 東）

大針由美子様（新発田北蒲）
齋藤マスミ様（新発田北蒲）

多田　啓子様（見 附）

田口　強志様（長 岡）

目黒　ミヨ様（長 岡）

矢澤　　靜様（長 岡）

上村　初美様（小 出）

橘　　好子様（小 出）

石垣　博子様（柏 崎）

江尻　秀子様（柏 崎）

木村　園子様（柏 崎）

工藤　孝子様（柏 崎）

小林みつえ様（柏 崎）

中谷千枝子様（柏 崎）

帆刈　六子様（柏 崎）

村田　京子様（柏 崎）

山田　栄子様（柏 崎）

吉垣たみ子様（糸 魚 川）

杉本　陽子様（新発田北蒲）
大瀧　廣子様（新発田北蒲）
南波　月子様（新発田北蒲）
橋本　記代様（新発田北蒲）
橋本　文女様（新発田北蒲）
山口美代子様（新発田北蒲）
渡邊　七重様（新発田北蒲）
渡辺ひさ代様（新発田北蒲）
伊藤　静江様（村 上）

斎藤　順子様（村 上）

齋藤　節子様（村 上）

辻　マサエ様（村 上）

平田まつ子様（村 上）

渡辺　清子様（村 上）

苅部　和子様（見 附）

河田　清美様（見 附）

　

５
月
13
日
の
総
代
会
に
お
い
て
、
長
年
組
合

員
と
し
て
組
合
運
営
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た

方
々
へ
の
功
寿
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
48
名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な

り
、
表
彰
式
に
は
20
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。受
賞
さ
れ
た
方
々
は
以
下
の
通
り
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
健

勝
で
ご
活
躍
下
さ
い
。

令和元年度　管理美容師資格認定講習会
講 習 日 程／ 9 月30日㈪・10月 7 日㈪・10月 8 日㈫
講 習 時 間／ 9 ：30〜16：30
講 習 会 場／興和ビル　新潟市中央区新光町 6 - 1
受講基準日／令和元年 8 月 9 日㈮
受　講　料／16,000円
支 部 受 付／ 6 月27日㈭まで

受講希望者は各支部へお申し込み下さい。

ご
本
人
で
試
験
研
修
セ
ン

タ
ー
に
受
講
の
申
込
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

管理美容師資格認定講習会 受講希望者の方へ
管理美容師資格認定講習会の希望者を組合員枠内で先着順で受付します。

7
月
29
日
以
降
試
験
研
修
セ

ン
タ
ー
よ
り
「
受
講
申
込
書

類
」
が
店
舗
宛
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

受
講
希
望
者
は
支
部
長
に
申

し
出
て
、
送
付
依
頼
書
用
紙

を
受
け
取
り
、
記
入
後
事
務

局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
下
さ
い
。

免
許
登
録
か
ら
8
月
9
日
ま

で
に
本
国
内
で
3
年
以
上
美

容
の
業
務
歴
が
あ
る
場
合

０
０
円
に
つ
い
て
説
明
。

　

議
長
よ
り
、
第
6
号
議
案
に
つ
い

て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

第
7
号
議
案
　
そ
の
他

　

議
長
よ
り
、
執
行
部
か
ら
の
提
案

が
無
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
三
國
経

理
部
長
よ
り
特
に
無
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
の
で
、
議
場
よ
り
質
問
を
受

け
る
が
無
く
、
第
7
号
議
案
を
終
了

し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
本
総
代
会
の
議
案

全
部
を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
閉

会
を
宣
し
た
。

　

書
記
解
任
及
び
議
長
団
解
任
を
宣

し
、
議
長
団
よ
り
解
任
の
挨
拶
。

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
閉
会
の
挨

拶
、
時
に
11
時
40
分



（昭和43年7月2日第三種郵便物認可）　第769号美　容　に　い　が　た令和元年 6月 20 日（3） 組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

中小企業の会の全国大会で初めて広島に行き、平和記念公園を訪れました。今
回は、公園内にある原爆平和記念資料館で、語り部から被爆体験を聞く機会を
会が設営してくれたので、参加してきました。
雨降りの中、きれいに整備された壮大な敷地を歩いていくと、目に飛び込んで
来たのが生々しい姿のまま立っている原爆ドーム。初めて見る現物に、怖さ、
虚しさ、悲しさが混ぜこぜの複雑な気持ちになりました。一瞬にして、大勢の
人の命と普通の暮らしが奪われたのが、わずか70数年前の出来事だった事に向
き合い、平和な世の中の貴重さを考えさせられました。
公園内を進み、TVで見た事のある像があり、それが 2歳で被爆し、12歳で白
血病の為亡くなった佐々木禎子さんの供養を切っ掛けに設立された「原爆の子
の像」と知りました。その一番仲良しの級友だった川野登美子さんが、今回の
語り部でした。同級生や先生と行動し、「もっと生きたかった友人の想い」「平
和への願い」を地域の人、全国の人、そして世界中の人に届け、心を動かし、
寄付が集まり、出来あがったのだそうです。それは彼女だけでなく、多くの人
の同じ思いでもあったのでしょう。
今回、たまたま川野さんが体調不良で声が出ず、娘さんの代弁で聞けたことで、
平和が守り続けられるには、こうやって語り継がれていく事が大切なんだと考
えさせられました。

■ 平和を愛する心

株式会社  野田 http://www.noda-salon.com

詳しくは、弊社担当営業まで。

導入サロン急増中！　酸熱反応型トリートメント『Link』
『link』は毛髪を補修するだけでなく「髪が硬くてゴワつく」「髪が柔らかくてボ
リュームがでない」といったお客様ごとに異なる髪質のお悩みを解消しながら艶
やかな髪を作りあげる、髪質改善のトリートメントブランドです。
また、これまで届かなかった毛髪深部まで補修成分を届け、浸透させた補修成分
が互いに反応し合う「反応型トリートメント」なので、今までにない補修力と持
続力を実感することができます。

事業部からのお知らせ
ZENBIは全美連（厚生労働大臣認可）の
オフィシャルマガジンです
○サロンの経営講座を判りやすく解説
○世界各地より発信の海外ヘア情報
○連合会の各種事業や組織活動　○お客様との会話、話題情報
○各県の行事、事業の紹介　○美容師試験、最新情報
　年間購読料　￥3,570（送料・消費税込み）

お申込みは　組合事務局へ　025-223-0991サロンに1冊
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 7月 1日㈪ レベルアップセミナー（競技大会）� 理美容会館

  　 8日㈪ Hair Fashion Contest  2019� 新潟市産業振興センター

共済・保険の請求先のご案内
①�共済会給付金申請（請求期限は事由

発生から 6 ヶ月以内）
　　支部長へご連絡下さい
②�総合福祉共済給付金申請（請求期限

は事由発生から 1 年以内）
　　�総合福祉共済ご加入者の方は組合
へご連絡下さい

③�賠償責任保険請求
　　支部長へご連絡下さい

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 0 0
4. 配偶者死亡弔慰金 0 0
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 3 60,000
6. 慰労金 0 0
7. 退職慰労金 0 0

計 3 60,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 対象者
還暦祝金 昭和34年 7 月生まれ
古希祝金 昭和24年 7 月生まれ
銀婚祝金 平成 5年 8月〜平成 6年 7月結婚
金婚祝金 昭和43年 8 月〜昭和44年 7 月結婚
※�結婚・出産などの祝金、入院等の見舞金・人間
ドック補助金はその都度ご請求ください。
※�給付金を請求される際は、手続がスムーズに行
えるよう記入漏れ・印鑑の押し忘れ・書類の添
付忘れがないかもう一度ご確認ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 2 60,000
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 3 90,000
4. 結婚祝金 2 120,000
5. 第1子誕生祝金 0 0
6. 子供誕生祝金 1 20,000
7. 銀婚祝金（入籍後25年） 0 0
8. 金婚祝金（入籍後50年） 2 100,000
9. 還暦祝金（満60歳） 0 0
10. 古希祝金（満70歳） 2 20,000
11. 長寿祝金 0 0
12. 人間ドック補助金 12 112,183

計 24 522,183

令和元年度　各種給付状況（ 5月）

●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内） 総合福祉共済 7月の特別給付金対象者

平成30年 7 月 1 日以前加入の方が該当です。
事由発生日以前の請求は出来ませんのでご注意ください。

総合福祉共済 7月の振替日
ゆうちょ銀行以外の金融機関………… 7月22日㈪
ゆうちょ銀行…………………………… 7月29日㈪
※口座へのご入金は前営業日までにお願い致します。

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C
5年以内

1.16〜1.76 0.76〜1.36 0.30〜0.86
1.21

12年超 13年以内 1.17〜1.77 0.77〜1.37 0.30〜0.87
5年超　6年以内 13年超 14年以内 1.18〜1.78 0.78〜1.38 0.30〜0.88
6年超　7年以内 14年超 15年以内 1.19〜1.79 0.79〜1.39 0.30〜0.89
7年超　8年以内 15年超 16年以内 1.21〜1.81 0.81〜1.41 0.31〜0.91
8年超　9年以内 16年超 17年以内 1.23〜1.83 0.83〜1.43 0.33〜0.93
9年超  10年以内 17年超 18年以内 1.25〜1.85 0.85〜1.45 0.35〜0.95
10年超 11年以内 18年超 19年以内

1.35〜1.95 0.95〜1.55 0.45〜1.05
11年超 12年以内 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等
基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）
特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：令和元年 6月 3日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

原則として、保証人は不要です。
上記の金利は、「担保を提供する融資を希望される方」に適用されます。審査によって金利が決定します。

「担保を不要とする融資を希望される方」は上記の金利に 0.3％以上上乗せになります。

全美連 第21回作文コンテスト募集要綱
美容にかける、あなたの夢を文章に……
【募集テーマ】	 �・働き方改革と美容業界
	 ・美容室での働き方改革
	 ・コンテストで成長！

【入賞者・賞金】
　　　最優秀賞１名……厚生労働大臣賞・賞金１０万円
　　　優秀賞 2 名……賞金 ５ 万円
　　　入選若干名……賞金 2 万円（商品券）
　　　※�最優秀賞・優秀賞の方は全国大会へのご招待
　　　　（令和元年10月22日：兵庫県・グリーンアリーナ神戸）

【審査委員及び審査】　学識経験者等による厳正な審査
【原稿枚数】　４００字詰め原稿用紙 ４ 枚より ７ 枚まで（パソコン・ワープロ原稿可）
　　　　　　※�パソコン・ワープロの場合は1600字より2800字までです。書式設定は問いま

せん。

【応募資格】　組合員、またはその従業員（従業員は美容師に限る・年齢不問）
【提出作文の著作権】　‌�全日本美容業生活衛生同業組合連合会に帰属し、他に転

載等することを禁ずる
　　　　　　　　　　※�最優秀賞・優秀賞作品及び審査会が「全美連の組織の

運営上、特に『ZENBI』読者に紹介したい」とした作
品は「ZENBI」誌上で発表

【応募先】	 〒１５１—００５３　東京都渋谷区代々木１−５６−４　美容会館 ７ 階
	 全美連・作文コンテスト係
	 �作文には「郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、

美容室名、組合員・従業員の別」を明記
※�ご記入いただいた個人情報については、作文コンテストの結果通知に使用し、作品提出
者の同意を得ず第三者に対して提供はしない。作文は返却しない。

【応募締切日】　令和元年 8 月16日（金）　消印有効


